
薬効分類

血圧
降下剤

消化性
潰瘍用剤

解熱鎮痛
消炎剤

主として
グラム
陽性・
陰性菌に
作用
するもの

合成
抗菌剤

製品名 包装

◎効能・効果、用法・用量、禁忌、原則禁忌等を含む使用上の注意等の詳細については、各製品の添付文書をご参照ください。

胃炎・胃潰瘍治療剤
日本薬局方 レバミピド錠
レバミピド錠100mg「タナベ」

処方せん医薬品 注）

広範囲経口抗菌製剤
日本薬局方 トスフロキサシントシル酸塩錠
トスフロキサシントシル酸塩錠75mg「タナベ」

処方せん医薬品 注）

広範囲経口抗菌製剤
日本薬局方 トスフロキサシントシル酸塩錠
トスフロキサシントシル酸塩錠150mg「タナベ」

小児用解熱鎮痛剤

アニルーメ坐剤小児用50mg

100錠（10錠×10）PTP
500錠（10錠×50）PTP
210錠（21錠×10）PTP
500錠バラ

100錠（10錠×10）PTP

100錠（10錠×10）PTP
500錠（10錠×50）PTP

100g
0.5g×120包

100錠（10錠×10）PTP

100個

100錠（10錠×10）PTP

100錠（10錠×10）PTP

先発医薬品名
（会社名）

ムコスタ錠100mg
(大塚製薬)

トスキサシン錠75mg
(アボット)

オゼックス錠75
（富山化学＝大正富山）

トスキサシン錠150mg
(アボット)

オゼックス錠150
（富山化学＝大正富山）

フロモックス錠75mg
（塩野義）

フロモックス錠100mg
（塩野義）

フロモックス小児用細粒
100mg
（塩野義）

カルスロット錠5
（武田）

アルピニー坐剤50
(久光）

アンヒバ坐剤小児用50mg
（アボット）

処方せん医薬品 注）

経口用セフェム系抗生物質製剤
日本薬局方 セフカペン ピボキシル塩酸塩錠
セフカペンピボキシル塩酸塩錠75mg「CH」

処方せん医薬品 注）

経口用セフェム系抗生物質製剤
日本薬局方 セフカペン ピボキシル塩酸塩錠
セフカペンピボキシル塩酸塩錠100mg「CH」

処方せん医薬品 注）

経口用セフェム系抗生物質製剤
日本薬局方 セフカペン ピボキシル塩酸塩細粒
セフカペンピボキシル塩酸塩細粒小児用10％「CH」

劇薬　処方せん医薬品 注）

持続性Ca拮抗降圧剤
日本薬局方 マニジピン塩酸塩錠
ビロスビット錠5mg

注） 注意ー医師等の処方せんにより使用すること

薬価基準収載新発売 2009年11月発売品一覧2009年11月発売品一覧
薬価
（円）

48.70

47.00

80.50

65.90

14.00

166.10

11.50

20.40



製品に関するお問合せ先製品に関するお問合せ先製品に関するお問合せ先

製品名 有効成分 製品に関するお問合せ先

セフカペンピボキシル塩酸塩細粒小児用10％「CH」

ビロスビット錠5mg

レバミピド錠100mg「タナベ」

トスフロキサシントシル酸塩錠75mg「タナベ」

トスフロキサシントシル酸塩錠150mg「タナベ」

セフカペンピボキシル塩酸塩錠75mg「CH」

セフカペンピボキシル塩酸塩錠100mg「CH」

レバミピド

トスフロキサシン
トシル酸塩水和物

セフカペン
ピボキシル
塩酸塩水和物

マニジピン塩酸塩

アセトアミノフェン

＊誠にお手数ですが、製品によりお問合せ先が異なります。下記をご参照ください。

9:00～17:30（土、日、祝日、その他弊社休業日を除く）

アニルーメ坐剤小児用50mg

田辺三菱製薬株式会社
くすり相談センター
〒541-8505 大阪市中央区道修町3-2-10

電話 0120-507-319

＜文献請求、副作用、学術情報に関するお問合せ＞

長生堂製薬株式会社
安全管理本部　医薬情報部
〒779-3121 徳島市国府町和田字七反田53番地

電話 0120-965-200
＜上記以外に関するお問合せ＞

長生堂製薬株式会社
薬事管理課
〒779-3122 徳島市国府町府中92番地

電話 0120-958-500

受付時間
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